
令和７年度　第２回　ヨコハマ国際まちづくり推進委員会　会議録
	日時
	令和７年10月28日（火）14時00分～15時40分

	開催場所
	市庁舎18階共用会議室　みなと６.７

	出席者
	北川委員、鬼頭委員、木村委員、齊藤委員、三枝委員、バートン委員、韓委員、細谷委員、四元委員

	欠席者
	坪谷委員、福山委員

	開催形態
	公開（傍聴者0人）



議事（１）	多文化共生の取組について
委員の皆様自身や身近にいる外国人の方々の、地域で活躍している、または生活の困りごととその解決例など具体的な事例をお話しください。
【主な意見】
・自分が所属する団体では、市民通訳ボランティア事業を受託し、実施している。外国の方がご自身の言語を活かしたいということで参加していただいており、外国人・日本人の両方で登録者は1,200人程度、そのうち約300人が外国人の方となっている。アンケートの結果を聞き、これをもっと拡大していく余地があると思った。自分が所属する団体の市民通訳ボランティアにはいくつかのカテゴリーがある。1,182件の実績は、行政の窓口へのボランティアの派遣であり、このほかに約1,200件程度、学校現場への派遣も実施している。言語は35言語の登録があり、一番多いのは、中国語、次は英語となっている。様々な希少言語も登録いただいている。学校現場、行政の窓口、児童相談所といった現場に登録している市民通訳ボランティアの方をマッチングして派遣するという事業をしているが、現場のニーズの高まりを感じている。登録者を、日本人・外国人含め、増やしていきたいと考えている。
・地域で活躍している外国の方は、横浜にはたくさんいらっしゃると思う。比較的、外国の方との共生に慣れている街だと思っている。自身が地元の町内会の方から話を聞く機会が多いが、近年の在住外国人の増加に大変戸惑っている方が多い。日本人が外国の方に慣れていない為、免疫がないこともあり、ごみの出し方や、生活習慣について取り上げられることがある。マナーが悪いのは日本人・外国人関係なくあることであり、日本人側が、外国の方がいることに慣れ、理解していく必要があると思っている。
・スタッフに外国籍の方がいるが、その方々の活躍の機会が増えている。市民通訳ボランティアや語学ボランティアはもちろんのこと、大学、高校から、多文化共生のことで聞きたいという要望が増えている。外国人や外国につながる方から直接聞きたいということが多く、外国籍のスタッフにお願いする。小中学校に、異文化理解講座として出張して話をすることも増えてきている。そういう面での活躍が最近は顕著となっている。
・年に１度実施している祭りでは、学習者の外国人の方々が積極的に参加し、日本語スピーチや、母国や民族衣装の紹介などで、活躍いただいている。
・日本在住歴10年程の外国の知り合いが、横浜マラソンに参加した。家族も来日し、一緒に応援に出かけたが、日本人と変わらずにイベントに参加していて感動した。
・日本語を学びたい、市民ボランティアの通訳派遣のニーズが多い。引越し、生活保護、教育、介護などの多岐にわたる相談があり、区役所、ケアプラザなど、専門の部署につないで対応している。引越しするときの手続きがわからない方に、区役所に電話してつないだり、間に入っている不動産の方にサポートを依頼するなどの対応をしている。
・在留カードの発行が遅れて、銀行の口座が凍結してしまったなどの困りごとは聞いた。
・今の制度状況だと、アンケートを実施しても５年先も10年先も、同じ課題を抱えるのではと危惧している。　ボランティアが200名くらいいたが、昨年50人くらい減った。高齢化に伴う体調不良などが理由であり、70歳まで働く人が増えている中、限定的に大学生、高校生にも活躍してもらっているものの、ボランティアの確保はどんどん難しくなると思う。横浜だけではないが、ボランティアに頼りすぎていると感じる。
・課題について、ひとくくりに、外国人とくくってしまうと難しいと思う。経済的環境、生活環境によって、全然違うのではと思う。外国人意識調査の結果データについても、経済的環境を含めた、クロス集計などがあると、よりよいのではと思う。
・子どもの居場所として、スポーツができる場所というニーズがある。困りごと対応の中には、スポーツできる場所の情報提供があるとよいのかなと思う。
・いろいろ見ると認知バイアス・アンコンシャスバイアスがあると思う。自分がバイアスを持っている、ということをみんな認識すべきだと思う。
・文化交流等のイベントに入れる人もいれば、まったく情報を知らない人もいる。情報をしっかり届けていくことが大事である。
・学校の部活動の地域移行、ということを文科省は掲げているが、そういったところで、外国の方が活躍してもらえたらいいと思う。
・氷川丸で亡くなった嘉納治五郎氏は「精力善用自他共栄」という理念を持っている。とても大事な理念である。
精力善用とは、心身の力を最善に使う、善とは個人ではなくはみんなが、自他共栄、自分だけでなく他人も、自国だけでなく世界中が平和になるようにという理念である。その氷川丸がある横浜から、どんどん進めていければ良いと思う。
・現在は、情報をとるのは、紙ではなく、インターネットとなっている。特に外国の方はそうだと聞いている。
旅行者の話ではあるが、海外で日本の情報を得て、インターネットで予約をしたうえで、日本に旅行に来ている。人を介さず、全てインターネットで調べ、自分の好きな旅行の仕方をしている。最近は旅行会社への売込みよりインターネットで、横浜の魅力を伝えていくことが大事になっている。
・情報の入手方法について、どれくらいスマートフォンを使用するのかを、アンケートで聞いてもらえたらと思う。
・困っていることは、ネットワークがある人は人に聞くが、ない人はスマートフォンで情報を得ると思う。困っていることが、各言語で簡単なインフォメーションで、できるようになっているのか教えて欲しい。
・自分が切迫して困らないと、地域防災拠点がどこにあるか等に興味を持たないと思う。地域防災拠点という言葉は、一般用語ではないので、伝わりにくい言葉かなと思う。誰でも、情報をとりやすい方法を考えていく必要があると思う。また、知る必要がないと思っている人は、相談する場所を全く知らない。知らない人が困ったときに知る手段を考えていただきたい。
・在住外国人が作っている団体があり、多文化共生と人権尊重の理念を持っていて、日本地域社会の発展も目標に活動している。代表の方は、生まれた時から日本に住んでいる方で、母国語よりも日本語が得意、日本の文化の方が親しみがある。自身が、差別を受けてきた経験がある。そういう経験があるので、障害のある子どもや、身体が不自由な方を招待して、チャリティーのクリスマスイベントを開催、親がいない子どものためにこども食堂の開催など、地域社会のボランティア活動をしていて、地域多文化共生の活動をしている。ＮＰＯ法人を運営し、いろいろな団体と協力し、外国人が自分の家を決める時に相談できる場所を運営している。地域の国際交流協会とも協力している。
多文化共生実現イベントとして、母国の文化を日本の皆様に発信する文化のイベントも開催している。先日、横浜市内の公園で、文化を伝えるイベントをした。
・選挙権がないため、政治に関われないという課題がある。日本の中でもいろいろな議論が必要だとは思うが、長く日本に住んでいる外国人にとっては、大事な問題だと思っている。海外では、地方の議員や、市長の選挙は認められている。そういうところも参考にしてもらえればと思う。
・10年を振り返ってみると、横浜市でも全国的にも外国人住民が増えてきて、日本と外国の壁が低くなっていると思う。インターネットの発達がその要因にある。私が所属する団体では、毎年外国人留学生を預かっていて、日本語のトレーニングを実施している。学生は日本に来る前から、いろんな情報を得て、外国で、住むところまで契約をして、来日するようになった。学校側のフォローの必要性が減った。
・最近、日本人ファーストということが言われている。ごく一部の人たちだとは思うが、ニュースで見ると、留学生たちが不安に感じている。横浜市は頑張って住みやすいまちをつくろうと進めていると思うが、全国的には気になるところ。
・資料についての意見を伝えたい。令和元年度と今回、困りごとの違いを見ていたら、日本語は相変わらず、困りごととして出てきているが、少し割合が減っていて、仕事探しや税金が増えている。横浜市がいろいろ取り組む中で、日本語教育の機会が様々な形で提供されたことで改善されたと思った。一方で、税金や仕事、という困りごとが増えてきていることから、長期的に日本に住むことを描いている方が増えてきていると思った。
・満足度と日本語能力は相関している。日本語ができない人の満足度は明らかに低い。できない理由が在住年数が短いからか、長く住んでいるが日本語を学習する機会がなくそのままになっているのかがはっきりわからない。
外国人の方に話を聞くと、子育てをしていて、学ぶ機会がない。子育てをしているとなかなか日本語の勉強に参加できない。自分があまりにもできないから、恥ずかしくて教室などには行けないが、できないと困る。出身国の料理の作り方等文化交流なら喜んで参加できるので、少しずつ日本人との関わりを持ち、そこから日本語を勉強していきたいとおっしゃっていた。今回のデータでも「活動をしたいと思っているけど、していない」という人も多い。「日本人から声をかけられたら、やってみたい」というデータも出ていた。
・子どもが学校に行っていない理由も「日本語ができないから」というデータも出ている。
・困っているときの相談相手は、家族と同国人が圧倒的に多い。ラウンジのようなところがあるが、言葉の壁がすごくある。市民通訳ボランティアなどの制度があることを、外国人の方に知っていただくことが大事だと思った。
・eアンケートの問３で、「漠然とした不安を感じる」という方が18.6％と出ている。この数字は無視できない。学生の情報入手源はＳＮＳ。自分の授業をとっている学生でも、不安を感じるという学生がいる。なんで？と聞くと、「彼らは優遇されている」と答える。ただ具体的なことはよくわかっていない。正確な情報を日本人に対して出していくことが重要。
・スタッフは140人のボランティアがおり。その中に外国人もいるが、本当に困っている外国人がラウンジに来ないという課題感を持っている。
ある国籍の方が８月にたくさん来た。それを日本に７～８年いる同国人が助けている。
その方から紹介をうけ、ラウンジが支援する。学校にもつなぐ。同国人が助けながら、いろいろなところにつなげてくれる。ラウンジも、キーパーソンとつながれると、とても支援しやすい。
ラウンジが区役所の中に入っている場合、区の窓口がラウンジに頼りすぎかなと思う。外国人が来たらすぐラウンジに連れてくる。ラウンジでは担いきれない部分もあり、外国の方の対応を改善するなど、区役所でできることは区役所でやってほしい。言葉のことは手伝います。市民通訳ボランティアは予約制。予約はなかなかハードルが高い部分がある。
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特記事項
・令和７年度第３回ヨコハマ国際まちづくり推進委員会は３月中旬頃開催予定
